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研究成果の概要（和文）：日本の森林は過少利用の状況にあるため、地元住民のみによる森林管理は限界がある。その
ため部外者による利用を認めつつ資源劣化を防ぐような制度がコモンズ管理において有効だと考えた。そこで本研究で
は、制度研究、生態的研究、およびモデル研究という多面的・体系的なアプローチによってコモンズにおける部外者入
山が成功する条件を究明した。その結果、集落内の社会関係、採取適地などの地理的条件、外部からの入山者数などが
重要な条件であることが明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：In Japan, forest management only by local people has a certain limit at the 
situation of the underuse. In such situations, we thought that the institution that prevented resources 
deterioration while accepting the use by the nonlocals is effective in management of common forests. 
Therefore, in this study, we studied conditions to succeed in accommodating nonlocals in commons 
management through three approaches: institutional ecological, and modelling approaches. As a result, it 
was revealed that the social relations in the village, the geographical conditions of locations for wild 
plant collection, and the number of the people from the outside were important conditions.

研究分野：林業社会学
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１．研究開始当初の背景 
 日本の森林では、山村地域における過疎
化・高齢化の進展と、森林の主要な用途であ
った木材の価格低下とによって森林の管
理・利用が粗放になっていくという、いわば
アンダーユースの状況にある。そうした状況
では、地元住民のみによる森林管理は限界に
きているため、部外者による森林利用を認め
つつも資源の劣化を防ぐようなルールに実
効性をもたせる、という方法が共有資源（＝
コモンズ）管理問題の有力な解決策の 1つで
ある。日本のコモンズ研究では、綿密なフィ
ールドワークに基づいた個別事例研究の蓄
積が盛んであり、部外者による利用の問題も
提起されてきた。しかし、この問題に対して
体系的なアプローチによって理論的に考察
する試みはあまり行われていなかった。 
 一方、欧米のコモンズ研究では体系的なア
プローチによってコモンズの管理を理論的
に考察するという研究が多く存在する。具体
的には、（1）膨大な数の共有林組織や水利組
織、漁業組織などの事例研究の蓄積とそれら
のデータベース化、（2）事例データにもとづ
く比較研究および統計的研究、（3）データに
立脚したゲーム理論やエージェント・ベース
ト・モデル（ABM）による理論研究あるいは
シミュレーション研究、（4）理論の検証のた
めの実験研究など、多面的かつ体系的なアプ
ローチが行われている。そこでは共有地の共
有地の悲劇が起こりうる状況で、構成員が自
らの集団を制御するルールや制度をいかに
して形成するかという、オーバーユースの問
題が主な関心である。 
 オーバーユースを前提とした欧米の研究
トピックは，アンダーユースの状況にある日
本のコモンズ管理問題には直接当てはまら
ないものの、欧米の手法については日本のコ
モンズ管理問題を体系的に分析する際に有
用である。部外者による森林利用とその管理
という方策は、共有地の悲劇に類似した理論
モデルとして定式化することができる。そこ
で、手法の面では欧米で行われている多面
的・体系的アプローチを導入しつつも、地元
住民のみによる利用から部外者も参加した
利用に移行するありかた、すなわち閉じた共
有林から開かれた共有林に移行するあり方
を探究することが重要と考えた。 
 
２．研究の目的 
 本研究課題では、上記の問題にアプローチ
するためにアンダーユース状況におけるコ
モンズ研究の体系化を目指して多面的な研
究目的を設定することが必要と考えた。そこ
で具体的に次の 3つの研究目的を設定した。 
 （1）制度研究：実証的研究に基づいて共
有林利用のルール・制度・社会的ネットワー
クの展開を調査し、集落ごとに部外者による
入山制が成功する条件を解明する。 
 （2）生態的研究：集落ごとの部外者入山
に関するルール形成に影響を与える地理生

態的条件を実証的に明らかにする。 
 （3）モデル研究：部外者入山と諸条件と
の関連をシミュレーションまたは数理モデ
ルを用いて理論的に明らかにする。 
 
３．研究の方法 
 （1）複数の集落を対象としたインタビュ
ー調査および資料収集により山菜・キノコ採
りに関するルール、ならびに集落内および集
落外部との間の社会関係についてのデータ
を収集する。得られたデータに基づいて部外
者入山制の成功条件を比較分析によって明
らかにする。 
 （2）複数の集落を対象とした地理生態的
フィールドワークおよびインタビュー調査
により山菜・キノコの分布および採取活動に
ついてのデータを収集する。得られたデータ
を地理情報システム（GIS）と統計モデルを
用いて分析し、山菜・キノコの分布および採
取活動の地理的条件を明らかにする。 
 （3）ABMおよび数理モデルの方法により、
部外者入山が成功する諸条件を理論的に明
らかにする。 
 
４．研究成果 
 （1）複数の集落で実施した共有林管理の
中心人物に対する聞き取り調査に基づいて、
現在のルール・制度・社会的ネットワークの
相互連関について、開かれた共有林管理が成
功する条件を明らかにした。具体的には、調
査した 10集落のうち、5集落では積極的な部
外者入山制を行われており、残る 5集落では
そうした制度は行われていなかった。集落に
おいて積極的な部外者入山制が実施される
条件を検討した結果、集落内の寄り合いと共
同で実施する水路や道路の清掃作業への参
加率が高い集落、伝統芸能の保存活動、農村
宿泊のための施設の運営、山菜まつりといっ
た集落活動を実施している集落、言い換える
と、密な社会関係の存在する集落で積極的な
部外者入山制が実施されていることが明ら
かとなった。また、集落のリーダーが外部の
資源を獲得するような橋渡し型の社会関係
を有していることも重要な条件の 1つである
ことが明らかとなった。そのほかに、本研究
の重要な概念である資源の過少利用と集合
行為問題との関係について概念整理を行っ
た。その結果、利用者集団の外部の関係者の
役割を重視したモデル化や、社会変動を考慮
したモデル化が必要であることが明らかと
なった。 
 （2）まず、只見町の一部集落にて 2000年
代と 1970 年代の空中写真オルソ画像にて過
去からの植生変化を捉えるとともに、道路や
地形条件などの各種 GIS データを収集した。
次に、2000 年代末の採取行動にもとづき食
用シダ 3種（クサソテツ（こごみ）、ワラビ、
ゼンマイ）の採取適地を推定する一般化線形
モデルを作成した。さらに、換金作物のゼン
マイについて 1970 年代の環境条件にあては



めて、当時の只見町全域での採取適地を推定
し、集落毎の採取適地面積、道路からの距離、
採取圧の違いを定量化した。その結果、かつ
て泊山（採取時期の約２ヶ月間、ゼンマイ小
屋に泊まって採取）世帯が多かった 4集落に
は、他集落より広大な採取適地が遠隔地にも
分布し、泊山により採取効率を高めていたこ
とを定量化できた。このうち、沢ごとの採取
人数割り当てや入札をかつて行っていた 2集
落では、早いもの勝ち採取をしていた他の 2
集落よりも世帯あたりの採取適地面積が小
さく、競合を避けるために厳格なルールが採
用されていたと推察された。以上、地理生態
的条件は、共有資源利用の違いをもたらす基
盤となることがわかった。 
 （3）ABMにより、部外者入山の発見率と
入山料制実施との関係を調べた結果、部外者
を極めて発見しにくい共有林では入山料を
監視者のみで分配する集落の平均利得が高
いものの、監視過剰な状況に陥りやすいため、
部外者発見確率が大きくなるにしたがって
入山料を集落住民全員で分配する集落の方
が平均利得が大きくなった。また、部外者発
見確率がより大きくなると部外者を排斥す
る集落の平均利得が最も高くなることが分
かった。また、内部者・外部者という異質な
人々がつながることができるネットワーク
を形成するために必要な仲介者の数を予測
する ABMを作成した。その結果、仲介者の
数と共同体の統合度には逆 U 字の関連があ
り、仲介者が多すぎても少なすぎても共同体
がまとまらないことがわかった。数理モデル
研究では、山菜を持続的に利用するため、適
度な数の外部者を導入する手法がいくつか
の地域で取られているが、外部者数をコント
ロールすることは困難と考えた。そこで、資
源量（山菜）、環境収容量（山）、利用者（外
部者）を変数とした力学系数理モデルを構築
し、環境収容量を最大化する可能性を分析し
た。変数の僅かなズレが資源量・環境収容量
を著しく劣化させる危険があるが、環境の空
間的な広がりに利用者が拡散するならば、そ
の危険は縮減できることがわかった。 
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